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1.1 人 工 言語 と は 何 か 
1.1.2 歴史 的 経緯 

我々 が 日 常 的 に 用 いて いる 英語 や 日 本 語 は 自然 言語 と 称 さ れる 、 自然 発生 し た 言語 の 1 種 で 
あり 、 これ と 対 を な す 言 語 が 人 工 言語 で ある 。 さら に 人 工 言語 に は 、 我 々 の 日 常 会 話 で 用 いる こと 
を 目的 と し た 言語 と 、 自然 言語 で の 表現 が 不向き で ある よう な 機械 を 制御 する た め の コ ー ド の 確立 
を 目的 と し た 形 : 中 899。 前 者 の 指す 人 工 言語 は 、 異な る 言語 話 者 同士 の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン に 共通 の 言語 を 設け て 円 滑 な 対話 を 図 ろ うと し て 作ら れ た 国際 補助 語 (auxiliary language) で あ 
の だ ど の 9 ぎ き り 最 十 の 実用 的 な 人 工 言語 で ある ヴォ ラ ピ ュ ク (ISO639-3:voD、 時 の 
る エス ペラ ント (SO639-3:epo)、 そ し て ロジ バン (1SO639-3:jbo) が 人 間 同 士 の 対話 用 言語 に 属す る 
人 工 言語 に 数 えら れる 。 人 工 言 語 の 数 は 正確 に は 数 知れ ず 、 何 HAN 
され て いる こと が わか っ て いる が 、 こ れ ら すべ て が 実用 的 な も の で ある わけ で は な い 。 言語 に よる コ 
ミュ ニケ ーション は 上 記 に 示し た よう な 人 工 言語 が 作ら れる 前 より 問題 化し て いて 、 こ れ を 解決 する 
手段 と し て 人 工 言語 を 開発 する 構想 は フラ ン シ ス ・ ベ ー コ ン (1361-1626) の 生き た 15 世紀 半ば か ら 
確認 で きる 。 


フラ ン シ ス ベー コン は 各種 言語 に 依存 する 通常 の 文字 や 音 に 依存 し な い 普 遍 的 な 文字 を 用 い 

て 記述 する こと が で き な い か を 考え た 最初 の 1 人 で ある 。 彼 に 続い て ウィ ルキ ンス 、 ダ ル ガ ル ノ 、 ラ 
イプ ニッ ツ 、 コ メニ ウム を 始め と する 何人 も の 人 た ち は 詳 細 な 書 時 ie の 考え 央 ば 当 
時 注目 を 浴び て いた 。 本 守 ま の PO は 論理 的 で 理 に か 
な っ た も の だ と 提 え られ て いた も の の 、 次 第 に 表現 する 知識 が 増え て し まう ! 0 人 意 的 で 膨 
大 な 書記 法 に な ら ざ る 得 ず 現 実 的 で 0 この 1 世紀 後に は 一 般 文 法 (general grammar) 
が 考え られ 始め て 再び 人 工 言語 の 開発 は 再燃 する 。 一 般 文法 と は 、 言語 の 多様 な 文法 的 形態 の 
背 後に ある 普 遇 的 な 原則 を 発見 する こ 0 これ は すぐ れ た 記号 化 の 原理 を 見 出し 、 
言語 か ら 曖 味 さ を 取り 除く こと や 、 思考 の 伝達 を 合理 化す る 手段 を 確立 する 可能 性 を 示唆 し た 。 し 
か し な が ら こ れ も 19 世紀 半ば まで に は 積極 的 な 支持 を 受け られ な く な り 、 こ れ 以 降 に 考案 され て 
いる 人 工 言語 の ! 人 が アポ ステ リオ リ な 性 質 を 持つ も の と な っ た 。 

19 世紀 末 ご ろ に 人 工 言語 が 再燃 し 、 ヴォ ラ ピ ュ ク く <1880 年 公表 > を 始め と する エス ペラ ント <1887 
年 公表 >、 2 Neutral)<1902 年 公表 >、 イ ン テ ル リン グ ア 
(nterlingua)< く 1903 年 公表 >、 イ ド (do)<1907 年 公表 > な ど 何 十 も の 人 工 言語 が 開発 され 、 こ れ ら の 
使用 を 授 励 す る 運動 が は じ め ら れ た 。 1924 年 に は ヨー ロッ パ に て 国際 補助 言語 協会 が 設立 され 、 
あら ゆる 人 工 言語 が 共通 の 語 革 を も つこ と を 促進 する こと に 活動 の 主眼 が 置か れ た 。 これ 以降 も 
人 工 言語 は 開発 され 続け て きた が 普及 に 成功 し て いる 人 工 言語 は 数 少な い 。 


1.1.3 定 語 


人 工 言語 の 定義 は 人 工 物 で ある が ゆえ に 示せ る 根拠 か ら 定 義 す る 。 人 工 で ある と は 、 自然 と は 
対照 的 で ある 自然 発生 の も の で な い 、 作ら れ た も の で ある こと 。 これ ゆえ に 作る 者 が 必ず 存在 し て 
いる 。 この 性 質 を 持つ 言語 は 人 工 言 語 で ある と いえ よう 。 ヴォ ラビ ピュ ク 、 エス ペラ ント 、 イン テル リン 
グ ア 、 ロ グラ ン 、 ロ ジ バ ン な どの 言語 は これ ら を 作り 出し た 者 が 誰 で ある の か が 明確 に 判明 し て い 
て な お か つ 、 自然 発生 し た も の で は な い 性 質 を 満た し て いる 。 し た が っ て これ ら の 言語 は 人 工 言 
語 で ある 。 一 方 で 我々 が 日 常 的 に 用 いて いる 日 本 語 な どの 自然 言語 は 誰が 最初 に 発話 を 始め た 
の か 、 誰が 文法 構造 を 定め た の か は 不明 で ある 。 この こと は 自然 発生 的 な 言語 で ある こと 、 す な わ 


ち 非 人 工 言語 で ある と いえ る 。 


1.2 ログ ラン の 歴史 

ログ ラン は 人 工 言語 の 1 つ で ある 。 サビ アウ ォ ー フ の 仮説 を 検証 する 目的 で ジェ ー ム ズ ・ ク ッ ク ・ 
ブラ ウン 博士 (921-2000) が 1955 年 に 作り 出し た 言語 で ある 。 1960 年 6 月 に 初め て 雑誌 サイ エン 
デ ティ フィ ッ ク ・ ア メリ カン (Scientifc American) に ログ ラン の 記事 が 掲載 され た 。 これ は SE 小説 と コン 
ビ ピュー ター 出版 物 で 引き 合い に だ され 、 知ら れる よう に な っ た 。 その 後 文法 と 語 某 の 改良 を する に 
あたっ て ブラ ウン 氏 が 著作 権 を 主張 し て いた た め 、 こ れ に 反対 する メン バー が 離反 し 、 後 に ロビ ジ バ 
ン ( 詳 細 は 下 を 参照 ) を 作り 上 げた 。 ブラ ウン 氏 は ロジ バン を 設計 し た メン バー を 訴追 し た が 、 裁判 
所 は 氏 の 主張 を 却下 し た 。 


ーー 


1.3 ロジ バン の 歴史 

上 で 述べ た よう に 、 ロ ジ バ ン は ログ ラン を 参考 に し て 作ら れ た 。 ロジ バン と ログ ラン は 40 年 間 に わ 
た り 数 十 人 の メン バー と 多数 の 支持 者 に よっ て 作ら れ 、 1987 年 か ら The Logical Language 
Group( 以 下 、LLG) が 率い て きた 。 サビ アウ ォ ー フ の 仮説 を 検証 する と いう 目的 を ログ ラン か ら 継 い 
RIO 


1.3.1 ロジ バン と は な に か ? 

『 ロ ジ バ ン 』 と は 、 アメリカ合衆国 に 団体 を 置く Logical Language Group(LLG) が 開発 し た 人 工 言 
語 の 1 つ で ある 。 ロジ バン は 人 間 用 の 対話 言語 と し て 使え る 性 質 を 持ち な が ら コ ンピュータ と の 親 
和 性 が 高く 作ら れ て いる 。 


1.3.2 ロジ バン は 何 麗 ど の よう に し て 作ら れ た か ? 


ロジ バン の モデ ル と な っ た 人 工 言 語 『 ロ グラ ン 』 か ら ロ ジ バ ン は 作ら れ 、 ロ グラ ン か ら 離 反し た メン 
バー で 作ら れ た 団体 LLG が ロジ バン を 開発 し た 。 サビ ア ・ ウ ォ ー フ の 仮説 を 検証 する こと を 目的 に 
ログ ラン は ジェ ー ム ズ ・ ク ッ ク ・ ブ ラウ ン を 創始 者 と し て 作り 始め られ た 。 し か し な が ら 、 ログ ラン の 文 
法 改 良 と 語 薄 の 作出 に あたっ て ブラ ウン 氏 は 著作 権 を 主張 し た た め 、 こ れ に 嫌悪 を 示し た メン 
バー の 一 部 が 離反 し て LLG を 結成 する こと に な っ た 。 LLG は ログ ラン と 同じ く 、 サビ アウ ォ ー フ の 
仮説 の 検証 を 目的 と する 精神 を 受け 継ぎ 、 ロ ジ バ ン を 開発 し 始め た 。 


1.4 ロジ バン の 諸 特徴 
ロジ バン に は 次 の よう な 性 質 が ある 。 


(1) ロジ バン は 文化 的 に 中 立 で ある 
ロジ バン は 文化 的 に 中 立 で ある と 言わ れ て いる 点 は 、 特 定 の 民族 語 を 流用 し て 作ら れ た 
語 切 で は な く 、 ど の 民族 語 を 母語 と する 者 に と っ て も 公平 に な る よう な 語 英生 成 の アル ゴリ 
ズム を 設け る こと に よっ て 作り 出さ れ て いる た めで ある 。 ロジ バン は 、1985 年 時 点 で 上 位 第 
6 位 ま で の 自然 言語 を 選び ぬき 、 そ れ ぞ れ に 重み を つけ る 方 法 を 採用 し た 。 選び ぬか れ た 
言語 と 重み は それ ぞ れ 、 中 国語 36%, 英 語 21%, ヒ ン デ ィ ー 16%, ス ペイ ン 語 116, ア ラビ ア 語 
9%,. ロ シン ア 語 7% で ある 。 この よう に し て 、 それぞれ の 音 か ら ア ル ゴ リ ズム が 自動 的 に gismu を 
生成 する 。 生成 の 際 、 酷似 し た 音 の 異な る gismu を 生成 し な い 、 特定 の 音 の 組み 合わ せ を 
許さ な い 、 既存 の gismu と は 重複 し な いよ うに 生成 され る 。 
(2) ロジ バン の 文法 は 非 曖 味 で あり 、 2 階 述 語 論理 を 基盤 に し て いる 
ロジ バン の 文法 は 厳密 に 規定 され て いて 、 曖昧 さ を 生じ る 文法 構造 が な いよ う 設 計 さ れ 


て いる 。 それ ゆえ 有効 な ロジ バン 文 は 構文 解析 の 結果 が 常に 一 義 的 で ある 。 
(3③ ロジ バン は 記述 可能 な 音声 言語 で あり 、 音声 と 記述 は 非 曖昧 に 一 致し て いる 
ロジ バン は 言 文 一 致 を 方 針 に 組み 入れ て いて 、 音 声 と 記述 は 一 対 一 で 非 曖昧 に 一 致し 
て いる 。 た だ し 許容 され る 異 間 が いく つか あり 、 こ れ は 1 組 と 数 えら れる 。 また 、 記述 に 用 い 
る 文字 は 音声 と 一 致し て いれ ば 何 を 使っ て も 許容 され る 。 
(4) ロジ バン に は 公式 で は 1300 の 基本 単語 が 用 意 さ れ て いて 、 それから 何 十 万 語 以上 の 人 造 
語 が 可能 で ある 。 0 を ギ ス ム (gismu) と いう 。 
ロジ バン に 語法 が あり 、 gismu を 組み 合わ せ て 作ら れる 重ね 語 (tanru),gismu ある い 
は その 形態 Se gismu は 公式 で は 1300 
個 あ り 、 こ れ ら を 2 個 使い 重複 を 許さ な い 組み 合わ せ で は 1300*1299=168 万 8700 語 も 作 
成 可能 で ある 。 また 、 公式 に は 用 意 さ れ て いな い 非 公式 に 作ら れ た 試験 的 gismu も あり 、 
事実 上 造語 で きる 語 の 数 は 無限 と いえ る 。 
(5) ロジ バン は 規則 的 で あり 、 例外 規則 が な い 。 
gismu か ら rafsi を 決定 する アル ゴリ ズム が あり 、 こ の アル ゴリ ズム は 既存 の rafsi と は 一 切 
重複 し な いよ う 作 られ る 。 また 、 自然 言語 に は ある 不 規則 な 語形 変化 や 派生 は ロジ バン で 


は 生じ 得 な い 。 


1.4.2 ロジ バン 文法 

ロジ バン は 2 階 述 語 論理 を 参考 に し て 作ら れ た 述語 論理 を 基盤 と する 文法 体系 を 有する 。 

ロジ バン の 文法 は 非 曖 昧 に 設計 され て いる た め 、 有効 な ロジ バン 文 は 常に 構文 解析 が 一 義 的 で 
ある 。 自然 言 語 で は 多義 的 な 文 が 可能 で ある の に 対し て 、 ロ ジ バ ン は 常に 明確 に 表し 分 ける こと 


1 日 口 


が 可能 で ある 。 


a. そ の 人 た ち は 妹 と 姉 の 友人 だ 


b.[[ そ の ]L 人 た ち は ]I 父 と ] 母 の 川 友 人 だ ]| c.[[ そ の ] 上 [人 た ち は ]II 父 と ] 母 の [友人 だ 


(1)b を ロジ バン で 表す と 
lei prenu cu du le pendo be le patfu be 'o .e le mamta 


(2②c を ロジ バン で 表す と 


lei prenu cu du le patfu ku .e le pendo be le mamta be'o 


ロジ バン に は 予め 公式 に 1300 個 の 基本 単語 が 定義 され て いる 。 この 基本 単語 の こと を ギ ス ム 
(gismu) と いう 。 各 gismu に は 1 つ ず つ 命 題 が 予め 設定 され て いる 。 た と えば 、 dunda と いう gismu 

は 【X1 は X2 を X3 に 与え る 】 と いう 命題 を 持つ 。 gismu は X1,X2,X3,X4,X5 の 最大 5 個 の 定まっ た 
順序 と 個数 の 変数 項 を 持ち 、 こ の 個数 は 各 gismu に より 異な る 。 この 変数 項 の 定まっ た 配列 を 、 
gismu の プレ ー ス スト ラク チャ (Place Structure:PS) と いう 。 PS の 変数 項 の こと を テル ブリ (terbri) と いう 。 
文中 に 用 いら れる 述語 の こと を セル ブリ (selbri) と いい 、 gismu は selbri に な る こと が で きる 。 selbri は 


terbri を 支配 する 。 今 こ こ に 次 の よう な 文 が 与え られ る 。 


(3) mi [ku [cu] dunda lo djacu [kul do 


この 文 で は selbri が "dunda" で あり 、X1 が "mi 、X2 が "lo djacu 、X3 が "do で ある 。 
"mi は 話し 手 / 書 き 手 を 意味 し 、1 人 称 に 相当 する 。 "lo djacu" は 水 と いう 意味 の gismu"djacu" を 
冠詞 に よっ て terbri 化し た も の を 意味 する 。 "do” は 聞き 手 / 読 み 手 を 意味 し 、2 人 称 に 相当 する 。 
上 述 さ れ て いる よう に dunda の 命題 に し た が うと この ロジ バン 文 は 「 私 は 水 を あな た に 与え る 」 と 訳 
され る 。 ロジ バン の 造語 法 を 用 いて 任意 の 個数 の gismu か ら 複 合 語 ル ジ ヴ ォ (lujvo) 並 びに 重ね 語 
(tanru) を 作成 可能 で ある 。 公式 の gismu 空間 の うち 、 重複 を 許さ な い 2 個 の gismu を 組み 合わ せ 
て 作ら れ 得 る lujvo の 数 は 1300*1299=1688700 個 存在 する 。 公式 に 定義 され て いる gismu で は 間 
に 合わ な い 時 、 ロ ジ バ ン 使 用 者 は いつ で も 試験 的 gismu を 定義 すむ する こと が で きる 。 これ に より 
gismu 空間 と 造語 法 に より 作成 され る 複合 語 の 数 は 事実 上 無限 で ある 。 


1.4.1 文化 的 中 立 性 

ロジ バン の 語 甘 は 文化 的 に 中 立 で ある よう に 設計 され て いる 。 文化 的 に 中 立 で あめ る と は 、 特定 の 
民族 語 の 母語 話 者 に と っ て 有利 に な ら な いよ うな 語 臣 の 生成 方 法 を 採用 し て いる こと を 意味 する 。 
公式 に 定義 され て いる gismu は 様々 な 言語 か ら 同 じ 語義 を 持つ 語 を 選び 、 そ れ ぞ れ の 語 か ら 抽 
出さ れ た 音素 を 、 gismu を 生成 する た め の ア ル ゴ リ ズム を 通し て 最も スコ ア の 高い 組み 合わ せ の 音 
素 列 を 抜粋 し これ を gismu と し て いる 。 これ に よっ て 、 ど の 民族 語 の 語 功 と も で きる 限り 似 な いよ う 
な 語 臣 が 生成 され る 。 


1.5 ロジ バン の 言語 学 的 な 検証 手法 
生成 文法 理論 に お いて は 、 派 生 結 果 の 正 し さ を 証明 する 方 法 が 2 つ あ る 。 


Ai 構造 的 適格 性 

ある 規則 や 法則 を 定義 し 、 そ れ ら に 違反 し な いよ うな 文 で ある か 否 か を 検証 する 方 法 で ある 。 これ 
は 文法 的 に 正しい 構造 を 生成 する こと が 確認 され た 規則 を 用 いて 派生 する た め 、 客 観 的 に 納得 
で きる よう な 検証 結果 を 観測 者 な し に 知る こと が で きる 。 


B: 解 釈 可能 性 

ある 言語 を 母語 と する 人 を 観測 者 と し て 、 与え られ た 文 が 正しい と 思わ れる か どう か を 検証 する 方 
法 で ある 。 た だ し 、 あく まで その 人 の 「 経 験 的 な 正 し さ 」 に 結果 が 委ね られ る た め 、 同 じ 母 語 話 者 同 
士 で も 検証 結果 が 異な る 可能 性 が ある 。 


ロジ バン で は 構造 的 適格 性 の 検証 方 法 と し て 構文 解析 を 用 いる こと が で きる ほか 、 自然 言語 
同じ く 解釈 可能 性 の 検証 方 法 も 用 いる こと が で きる 。 し か し 現時 点 で は ロジ バン を 母語 と し て 習得 
し た 人 を 確認 で き な い た め 解 釈 可能 性 に よる 検証 方 法 は 試行 で き な い 。 ゆえ に 現在 は 構造 的 適 
格 性 の み を 確認 する こと し か で き な い の で あっ て 、 こ れ に 違反 し な い ロ ジ バ ン 文 は 全て 有効 な ロジ 
バン 文 で ある と 考え る 。 すなわち 、 本 稿 の 執筆 時 点 で は 、 表示 され る ロジ バン 文 が 有効 で あや る か を 
検証 すろ る に は 『 構 造 的 適格 性 』 を 満た すか 否 か に よっ て の み 確 認 で きる 。 ロジ バン が 構造 的 適格 
性 を 満た すこ と は 、LLG が 公式 に 定義 し て いる 文法 に 則っ た 構文 解析 プロ グラ ム で ある ジ ボ フ ィ 
へ (Gbof 'e) あ る い は シマ フィ へ (cmaf 'e) を 使用 し て 、 構文 論 的 に 有効 で ある か 否 か を 検証 する こと 
と 等 価 で ある 。 


1.5.1 ロジ バン は 自然 言語 と 並行 する か ? 

ヨ H 然 言語 と ロジ バン が 並行 する と いう こと は 、 ロ ジ バ ン で 表 さ れる 文 と 自然 言語 の 文 と が 互い に 
翻訳 可能 で あれ ば 自然 言語 と ロジ バン は 並行 する 。 これ を 検証 する た め の ロ ジ バ ン 文 と 英文 と を 
以下 に 記す 。 


(④ 


1 eat 8 fish 
ml citka lo finpe 
(⑤) 
| don t eat a fish 
ml na citka lo finpe 
(6) 
Do | eat 8& fish ? 
XU mi citka lo finpe 


万 が 一 自然 言語 と ロジ バン と が 互い に 並行 する こと が な けれ ば 相互 的 に 翻訳 不可 能 な も の で あり 、 
人 は 自然 言語 を 背景 と し て ロジ バン を 理解 する こと が で き な い 。 し か し 少な く と も 1 文 以上 の 翻訳 

の 例 が ここ で 示さ れ た こと が ロジ バン と 自然 言語 と が 並行 可能 で ある こと を 示し て いる 。 これ は 自然 
言語 を 診 長 と し て ロジ バン を 理解 する こと が で きる こと を 示す ほか 、 相互 的 に 翻訳 可能 な も の で あ 
る こと を 示す 例 と な る 。 反証 が な い 限 り 、 本 稿 で は ロジ バン は 自然 言語 と 並行 する と 仮定 する 。 


2.1 自然 言語 と の 共通 点 
前 章 で は ロジ バン と 自然 言語 と が 並行 する こと が 仮定 され た 。 ロジ バン と 自然 言語 は 具体 的 に 以 
下 の よ うな 共通 点 が ある 。 


2.1.1 音声 を 持つ 

ロジ バン は 言 文 一 致 を 図っ た 音声 言語 で あり 、 こ れ を 表 音 文字 で 非 曖昧 に 記述 する こと が で きる 。 
LLG は 公式 に 発話 さん た ロジ バン の 音 を 記述 する 文字 を 定め て いな く 、 音 と 一 致す る 記述 が 可能 
な 文字 で あれ ば 用 いる 文字 の 種類 は 任意 で ある こと が 許さ れ て いる 。 
記述 に 用 いら れる 文字 は 一 般 に ASCII 文字 が 主流 で ある 。 


2. 1. 線形 性 を 有する 

言 語 で は 先行 する べき 発話 内 容 が そう で な い 発話 内 容 よ り も 遅れ て 発話 され る こと は な い 。 
の SNR こ 発話 され る こと を 言語 の の 線形 1 性 と いい 、 ロマン 
バン もこ の 性 質 を 有する 。 


.1.3 語 用 論 の 制約 を 受け る 
言語 に NN R9RCJ44UASN 理 語 用 論 の 制約 を 受け る 点 は 自然 言語 と 一 致し て いる 。 
語 用 論 と は 、 言語 コミ ュ ニ ケー ン ョ ン が 行わ れる 時 ! こ 順 守 さ れる べき 言語 の 使わ れ 方 で ある 。 イ ギ リ 


ス 言 語学 者 ポー ル ・ ク ライ ス (1913-1988) は 『 会 話 の 公理 』 を 発表 し た 。 この 内 容 を 以下 に 記す 。 
《 質 の 公理 》 偽り で ある と 判明 し て いる こと を 伝え て は な ら な い 
十分 な 根拠 の 無い こと を 伝え て は な ら な い 
《 量 の 公理 》 ト 分 な 情報 を 提供 し な けれ ば な ら な い 


《 関 連 性 の 公理 》 当面 の 状況 と 関連 性 の ある こと を 話さ な けれ ば な ら な い 
《 作 法 の 公理 》 不明 瞭 な 表現 を 用 いて は な ら な い 
曖 味 さ を 避 け な け れ ば な ら な い 
簡潔 に 述べ な けれ ば な ら な い 
順序 を 整え て 述べ な けれ ば な ら な い 
論 の 制約 を 受け 、 こ れ に 反する よう な 使わ れ 方 を し た か ら と いっ て 統語 論 の 観点 並び に 構 
文 論 の 観点 か らし て 非 文 に な る こと は な い 。 
量 の 公理 は 十分 な 情報 を 文 に 含ま せな けれ ば な ら な いこ と を 示し て いる 。 た と えば 次 の よう な 英文 
と ロジ バン 文 が 与え られ る 。 


(⑦) 1 was born.( 私 は 生ま れ た ) 
(8) mi pu jbena 


これ は 統語 論 か つ 構 文 論 の 観点 で は 有効 な 英文 で ある と 解釈 され る が 、 語 用 論 が 指す 量 の 公理 
に 反し て いる 。 この 発話 を 目 の 前 で 耳 に し た 人 は 、 発 話し た 人 が そこ に いて 生ま れ て いる こと は 一 
目 瞭 然 で や る か ら だ 。 いっ た い ど こ で 、 ど の よう に し て 、 いつ 生ま れ た の か な ど 詳 し い 情 報 を 付加 し 
な けれ ば な ら な い 。 情報 が 足り な いた め 非 文 な の で ある 。 し た が っ て 次 の よう な 文 に 書き 換え られ 
る べき で ある 。 

⑨) ! was born in Chiba, 1992.( 私 は 千葉 県 で 1992 年 に 生ま れ た ) 

(10) mi pu jbena bu u la.tcibab. deilipasosorepietuopietuoboi 


関連 性 の 公理 は 、 そ の 状況 と 関係 の な い 発 話 を し て は な ら な いこ と を 意味 する 。 例 と し て 次 の よう 
な 会 話 が 与え られ る 。 


(11) Mother: 1 do my best to cook dinner for you. What do you want to eat? 
(12) mamta: mi mutce troci lo du u mi jukpa mu ii do .i do .au citka ma 

(13) Son: It will be bleaker tomorrow than today. 

(14) bersa: le du u la.bavlamdei. cu jai xamgu tcima kei cu zmadu la.cabdei. 


(母親 「 今 日 は 腕 に より を か け て 美味 し いも の を 作る けど 、 何 を 食べ た い ? 」) 

(息子 「 明 日 6 日 より も ずっ と 寒い よ ! 」) 

母親 は 息子 に 対し て 何 を 食べ た い の か を 尋ね て いる の に 忌 突然 天 伺 の こと を 話し 出し て いる 。 
凍 和 0 効 な 文 を 発話 し て いる が 、 会 話 が 成り 立た な いた め 論 の 観点 か らし て 正しく な い 。 
この 息子 の 発話 は 次 の よう に 書き 換え られ る べき で ある 。 


(15) Son: A pizzal | want to eat a pizZal! 
(16) bersa: la.pitsas. .i mi .au citka la.pitsas. 


(息子 「 ピ ビザ ! ビザ が 食べ た いな ! 」) 


作法 の 公理 は 、 で きる か ぎり 明瞭 的 か つ 人 筒 潔 に 聞き 手 へ 伝え る べき で ある こと を 示し て いる 。 例 と 
し て 次 の よう な 会 話 が 与え られ る 。 


(17) Father: How many did you get your score on the sheet? 

(18) patfu: do pu cpacu xo le do namcu 

(19) Son: I got many scores! 

(20) bersa: mi pu cpacu so i le mi namcu 
(父親 ! テ スト で 何 点 採れ た の ? 」) 
(息子 「 い っ ぱい 採れ た よ ! 」) 
父親 は 息子 に 具体 的 な 点数 を 尋ね て いる の に 上 息子 は 数 値 を 言わ ず 曖 昧 な 回 答 を し て いる 。 息子 
は 具体 的 な 数 値 を 言う べき で ある 。 会 話 を 成り 立た せる た め の こ うい っ た 語 用 論 の 制約 は 言語 の 
種類 に 依存 せ ず 生じ る も の で あり 、 ロジ バン も また 例外 で は な い 。 


2.1.4 『 言 語 の 二 面 性 』 の 制約 を 受け る 

人 は 言語 を 音 で 発話 し て 伝え る こと が で き 、 こ れ を 文字 に 記述 する こと が で きる 。 だ が 、 実際 に 音 
に よっ て の み で 表 さ れる 意味 は 文字 で 表現 する こと は で き な い 。 記述 面 を 優先 的 に 扱 お うと する と 
音声 面 で の 意味 を 扱え ず 、 音声 面 を 優先 的 に 扱 お うと する と 記述 面 の 意味 を 扱え な い 。 すなわち 

音 に よっ て の み も た ら さ れる 意味 情報 と 文字 に よっ て の み も た ら さ れる 情報 と を 同時 に 人 が 扱う こと 
は で き な い こ と を 意味 する の が 言語 の 二 面 性 』 で ある 。 

全て の 自然 言語 が この 制約 を 受け る が 、 ロ ジ バ ン も 例外 で は な い 。 音声 に よっ て の みあ ら わ され 
る 意味 情報 の 1 つ に 感情 表現 が あげ られ る 。 た と えば 、「 私 は この 本 が 欲し い 」 と いう 文 を 音声 と し 
生 話す る と き 、 期待 され た と お り で な く 、 抑揚 を 低く し た まま 発話 する 。 する と 聞き手 は あたかも 本 

に 本 を 欲し が っ て いる の か 疑問 を 抱く こと だ ろう 。 し か し 文 に 書き 起こ せ ば 抑揚 の 情報 は 失わ れ 

5 う 。 感情 的 に その 本 を 欲し が っ て いる の か 否 か は 文字 に 書き 起こ され た 時 点 で 不明 確 な も 
の に な っ て し まう の だ 。 けれ ども 文字 で その 抑揚 や 感情 を 正確 に 表現 する こと は で き な い 。 これ が 
言語 の 二 面 性 で ある 。 

英語 で いう 1I love you は ロジ バン で は mi prami do で ある が 、 も し これ を 発話 開始 か ら 発話 終了 
まで 平坦 な 抑揚 の まま 発音 すれ ば 、 開き 手 は 「 本 当 に 私 を 愛し て くれ て いる の か ? 」 と 疑問 を 抱く 
こと で あろ う 。 し か し 文字 に 書き 起こ せ ば その こと が 不明 瞭 に な る の で ある 。 


2.1.5 格 構造 を 持つ 
ロジ バン は 言語 で ある の で 、 必 ず 名 割 は 格 を 持つ 。 自然 言語 は 派生 接 群 に よっ て また は 語順 に 
よっ て 格 を 表示 し て いる 。 ラテ ン 語 の よう に 、 冠詞 や 名 詞 が 変化 する こと に よっ て 格 を 表示 する の を 
形態 格 と いい 、 動詞 に 対す る 語順 ! こよ っ て 格 を 表示 する の を 抽象 格 と いう 。 ロジ バン で は 形態 格 
の 性 質 を 有 し な い が 、 抽 象 格 の 性 質 を 有する と 仮定 する こと が で きる 。 


2.2 自然 言語 と の 相違 点 

我々 が 言語 を 使用 する こと が で きる の は 、 人 間 が 生得 的 に 文法 を 持っ て お り 、 ある 言語 を 母語 と 

て 弟 答 する こと が で きる 機構 が 備わっ て \ る か ら だ と 考え られ て いる 。 この 生得 的 文法 の こと を 普 
刀 文 法 (universal grammar:UG) と いい 、 言語 を 習得 する た め の 機 構 を 言語 獲得 機構 anguage 
acquisitHion device:LAD) と いう 。 UG は 外部 か ら の 言語 的 刺激 を 受け る と 、 そ の 言語 に 対応 する 媒 
介 変 項 が 設定 され 、 個別 文法 が 出力 され る 。 個別 文法 に よっ て 言語 が 生成 され る 時 、 深層 構造 が 
生じ て これ 1 に 変形 規則 が 適用 され た 結果 が 表層 構造 で ある 。 言語 1 は 深層 構造 を 出力 する 前 の 
個別 文法 で ある 。 アメ リカ の 言語 学者 ノー ム ・ チ ョ ム ス キ ー(1928-) は この 仮説 を 提唱 し 、 人 は 生得 
的 に 普遍 文法 を 有 し て いて 、 こ れ が 習得 対象 の 言語 を 習得 する た め 94990 

言語 獲得 機構 は 普遍 文法 と 媒介 変 項 か ら 成 り 、 習得 先 の 言語 か ら 入力 を 得る と 普遍 文法 は や 
が て 個別 文法 へ と 移行 する 。 これ が 母語 獲得 の 過程 で ある 。 個別 文法 中 の 句 構造 規則 に よっ て 
H 然 言 語 の 出力 時 に は 演算 が 発生 する 。 これ を 派生 と いう 。 派生 前 の 出力 を 深層 構造 (deep 
structure) と いい 、 派生 後 の 出 力 を 表層 構造 (surface structure) と いう 。 この 派生 の 時 点 で 起こ りえ 
る 演算 に 、 変形 操作 と 構成 素 統御 が あげ られ る 。 構成 素 統御 と は 、 あ る 文 が 与え られ た 時 、 そ れ 
ぞ れ の 語句 が 文 を 構成 する 要素 (構成 素 ) と し て 存在 する が 、 それら 要素 が 別 の 要素 に 対し て 何ら 
か の 文法 原理 上 は た らき か ける こと を 意味 する も の で ある 。 

また 、 自然 言語 の 演算 の 結果 に は 必ず 派生 が 表れ る 。 派生 と は 、 構 成 素 統御 関係 を 前 提 に 定 
義 さ れ た 文法 規則 に 従い 、 構成 素 を 移動 させ た り 消 去 し た りす る 操作 で ある 。 派生 は 、 構 成 素 統 
御 さ れる こと に よっ て 発生 する 現象 で る る か ら 、 構成 素 統御 が な され な い 場 合 派生 は 発生 し な いこ 
と が 確か め ら れる 。 派生 に は 2 種類 あり 、 overt な 派生 と covert な 派生 と が ある 。 
overt な 派生 は 音 形 に 表示 され る 派生 で 、 目的 語 に 表れ る 。 た と えば 英語 で の 1 人 称 単数 の 代 名 
詞 1] は 目的 語 に 置か れる と me に 変化 する 、 現在 形 stay が 過去 形 stayed に 語形 変化 する な ど で 
ある 。 covert な 派生 は 音 形 に 表示 され な い 派生 で 、 主語 に 表れ る 。 音 形 に 表示 され な いこ と は 表 
層 構 造 の 記述 に 表れ な いこ と を 示す の で あり 、 意味 を 変え る よう な 派生 が あっ て は な ら な い 。 
派生 が 起こ る と いう こと は 演算 が 起こ る こと と 同値 で ある こと が 示せ た 。 以下 、 同じ 意味 の 英文 と ロ 
ジ バ ン 文 と を 比較 し 、 ロ ジ バ ン に お いて 派生 が 生じ る か を 検証 する 。 も し も ロジ バン に お いて も 派 
生 が 生じ る の で あれ ば 構成 素 統御 も 起こ に りえ る は ず で ある 。 構成 素 統御 が 起こ る の で あれ ば 生成 
文法 理論 は 適用 され る こと が 示さ れる の で 、 0 に も 生成 文法 理論 が 適用 で きる と 考え られ る 。 
今回 本 稿 で 検証 する 構成 素 統 御 が 生じ る た め に は 生成 文法 理論 の 東 縛 原理 が 適用 され る こと が 
前 所 で ある の で 、 東 縛 原 理 の 適用 が 可能 で な ば 構成 素 統 御 が 生じ な いこ と が 対 仙 に よっ て 
示さ れる 。 

以下 の 例文 (21) は 東 縛 原 理 A に 従う 照 応 形 を 含む 英文 で あり 、 こ れ を ロジ バン 文 へ 客 訳 し た も 
の が (22) で ある 。 ロジ バン の 樹 形 図 構造 お よび 範 量 は 暫定 的 な も の で ある 。 


中 


(21) They looked at each other. 


の M ロ 2 M 
(22) ra pu catlu voa soi voa vo e 
X1:3 人 称 単数 複数 相当 過去 述語 見る” X2:X1 抽 出 相互 相互 X1:X1 抽出 相互 X2:X2 抽出 


レー ダー ーー ーーー 
D T Arg1 
They。 T VP ra。 「 VP 
と | ンー へ ヘム | ee 
Past V PP Past V Arg2" 
look P D catlu Arg2 SOT 

| | アマ ーッ ャ 。 
at each othe し mk 2 


Arg1 Arg2 
| | 


VOo'a。 VO'@ 。 
2 12 
以下 の 例文 23) は 東 縛 原 理 A に 違反 する 有 照 応 形 を 含む 英文 で あや り 、 こ れ を ロジ バン 文人 へ 翻訳 し 
た も の が (24) で ある 。 


(23) "Each other looked at them. 


(24) .i voe pu catlu Ta soi voa vo 'e 
Xl:X2 抽出 過去 述語 "見 る " X2:3 人 称 単 数 複数 相当 相互 相互 X1:X1 抽 出 相互 X2:X2 抽出 


(23) 語 (24) や 
ーー ンー で ーー ーー ーー 
D 写 Arg1 
voe.。 VP 
each other 1 トー と ーー の ーー 
Past V NP 
Past V PP 
人 | ント 、 PU | ーー の て ーーー 
look P D catlu Arg2 SOT 
2 | | | ee 
at theny 「a/ SOI Arg 
Arg1 Arg2 


VOa。 VO @。 
2 り 


以下 の 例文 (25) は 東 縛 原 理 B に 従う 代名詞 を 含む 英文 で あり 、 これ を ロジ バン 文 へ 翻訳 し た も 
の が (26) で ある 。 


(25) 1 want you to help me 


円 う ロ ロ 
(26) .i .a o do troci mi 
希望 X1:2 人 称 単 数 複数 相当 述語 "助け る ” X2:2 人 称 単 数 複数 相当 


(25) (26) 古 
ーー ーー へ エン 
ーー UI NP 
| ンー のか へ 
! ee .ao Arg1 VP 
| ン ン へ ヘ 
Present 。V NP 
| ーー、 do V Arg2 
| | 
wart 1 た troci mi 
you. 「 VP 
| We 
to V D 
| | 
help me / 


以下 の 例文 (27) は 東 縛 原 理 B に 違反 する 代名詞 を 含む 英文 で あり 、 こ れ を ロジ バン 文 へ 訳 し 
た も の が (28) で ある 。 


(27) | want you to help you 


・ 事 ロ 
(28) .i .a o do troci do 
希望 X1:2 人 称 単 数 複数 相当 述語 " 二 け る " X2:2 人 称 単数 複数 相当 


(27) TP (28) TP 
ーー て ーー 
D LM UI NP 
| ーー ーー | = 
! T VP ao Arg1 VP 
Present 。 V NP do。 V Arg2 
| ンー の ーー 2 | 
want D LM troci do 
| ww 
you. 「 VP 
| 
to V D 
| | 
help youz 


上 記 の 東 縛 原 理 A、 束縛 原理 B に 従わ な い 非 文 の 英文 を ロジ バン に 客 訳 し た も の は いずれ も 
有効 な ロジ バン 文 で ある 。 この こと か ら 、 東 縛 原 理 の 制約 を ロジ バン は 受け な いも の で ある と 推察 
KS そっ 

次 に 、 ロ ジ バ ン が 拡大 投射 原理 の 制約 を 受け る か を 検証 する 。 


(29) We are trying to help me. 
(30) .i mi o ca ca o troci lo duumi o do sidju 


(30) 
(29) +p TP 
ーー ーー 
5 Arg1 T 
| ーー ーー 
ME mi'o T VP 
we VP ーー トム am 
| Ne cacao V Arg2 
are  V TP | ラー の へ 
| 2 troci LE  CP 
trying VP | リー の へ ム 
| デュ le NU NP 
| nu Arg1 VP 
help you | へ 、 
① V Arg2 
| | 
sidju do 
(31) "Are trying to help me. 
(32) .i troci ca caolo duumio do sidju 
G1) Tp (32) Tp 
ーー ダー イン ーーー 
① 各 ① 〒 
ンー て へ ーー 
T VP T VP 
| ーー ーー こ ーー 
are  V 1 cacao V Arg2 
| デー ヽ | 
trying T VP troci LE CP 
| we 1 ン +、 
to V PRN le NU  VP 
| 1 。 だ 
help you nu _ VW D 
| | 
sidju do 


例文 1 は 拡大 投射 原理 に 違反 する 非 文 で ある 。 これ を ロジ バン 文人 へ 翻訳 し た も の が 例文 (32) 
で ある が 、 こ れ は 有効 な ロジ バン 文 で ある 。 仮に ロジ バン が 拡大 投射 原理 の 制約 を 受け る の で あ 
れ ば 非 文 に な る は ず で ある が そう な ら な いこ と か ら 、 ロ ジ バ ン 文 は 拡大 投射 原理 の 制約 を 受け な い 
も の と 推 祭 で きる 。 本 来 自然 言語 で は 非 文 と な る 表現 を ロジ バン で は 適格 な 文 と し て 翻訳 する 表 
交 が ある 。 

また 、 東 縛 原 理 は 構成 素 統御 の 存在 が 成り 立つ 時 に 成立 する た め 、 こ れ が 成り 立た な いこ と は 
構成 素 統御 が 存在 し な いこ と を 示す 。 


2.3.1 島 の 規則 と ロジ バン 文 の 非 並行 性 

英語 で は wh 句 を 含む 文 が ある 。 wh 島 の 制約 と は 、wh 句 か らい か な る 構成 素 を も その 旬 の 外 へ 
移動 し て は な ら な いと いう も の で ある 。 次 の よう な 文 が そう で ある 。 (35) は (33) の 複合 名 詞 句 の wh 移 
動 規則 を 適用 上 4。 wh 名 か ら 移 動 し た も の で ある 。 


(33) John came to know the rumor that Mary killed Tom. 
(34) .i la.jan. cu pu djuno le jitfa poi la.mealil. cu catra la.tom. 
(35) *Who did John come to know the rumor that Mary killed? 


英語 で は wh 移動 規則 が 表れ る の で 、(35) の よう な 非 文 を 作り 出せ て し まう 。 し か し 、 ロジ バン で は 
構成 素 の 移動 が 起き な いた め 、(35) の よう な 非 文 を ロジ バン で は 表せ な い 。 


(36) You wonder when John ate what 
(37) *What do you wonder when John ate? 


(39) TP 
ーー て ーー 
D 
| Rs 
John T VP 
| ーー ーーーー-- 
Past V CP 
| ーー ーー 
know NP C" 
ンダー へ ンー すこ 
D N C TP 
| | | ee 
the rumor that N T 
| ee 
Mary T† VP 
| ント 
Past V NP 
| レン 
kl N ① 


ーー の "ーーー 
Arg1 
ーー や ンー の ー 
ladjan. T VP 
| ee 
Past 。V Arg2' 
| 
djuno Arg2 CP 
ンー こぶ ニー の" ーー 
le jitfa C NP 
| ーー ーーーー 
poi Arg1 VP 
ーー ーー ンー へ 
lameall 。 V NP 
| 1 
catra  N ① 
ンー 
la.tom. 
(35) cp 
ーー ーー4 
Q TP 
| ーー 
Who PRN 
| ーー ーー 
ohn T VP 
| ーー ーーー 
Past V NP 
| ーー ーー 
know N' CP 
3 ーーー 
D N C NP 
| | | ュー ーー 


the rumor that N TP 


John T VP 
| me 
Past V Q 
| | 


eat what 


例文 (21),(23),(25) に 表 さ れ て いる 東 紳 原 理 の 適用 は 、 先行 詞 が 照 応 形 や 代名詞 を 構成 素 統御 
する か し な いか に よっ て 表 さ れる が 、 9 は 構成 素 統御 が そもそも 存在 し な いこ と が 推測 さ 
れる 。 それ は ロジ バン の 語順 が 比較 的 自由 に か き 混 ぜ ら れる こと か ら も 示唆 され る 。 また 、 構 成 素 
統御 が 存在 し な いこ と は 統語 0 の と も 示唆 する 。 さら に この こと は 、 ロ ジ バ ン に 高い 
其 性 に お いて 派生 が 存在 し な いこ と も 示す 。 本 稿 で は これ ら の 仮定 を 正しい も の で ある と する 。 
古典 的 に 個別 の 島 の 規則 と し て 認識 され て いた 統語 現象 は 、 下 接 の 条件 で 説明 され る よう に な っ 
て いた が 、 現在 は 障壁 理論 に よっ て 説明 され る よう に な っ た 。 障壁 理論 は 、 あ る 要素 を 移動 する 際 、 
障壁 を どの よう に 超え る と 統語 的 に 許容 で き な く な る か を 説明 する 理論 で ある が 、 派生 前 は 適格 な 
構造 で も わっ た も の を 、 障壁 を 超え て 移動 させ る こと で 許容 度 が 低下 する こと を 確認 する た め 、 要素 
の 移動 が 可能 で ある こと が 理論 の 前 提 で ある 。 し か し な が ら 、 こ れ ま で 考慮 の 対象 と な っ た すべ て 
言語 で 移動 が 存在 する の で 、 そ の 前 提 は 自明 な も の と し て 考慮 され て いな か っ た 。 も し 仮に 要 
素 の 統語 的 移動 が 不可 能 な 言語 が あれ ば 、 こ の 理論 自体 が 適用 で き な く な る 。 これ まで その よう 
9 は 存在 し な か っ た 。 普遍 文法 か ら 導 か れる 自然 言語 全て に 障壁 理論 が 適用 され る が 、 ロ ジ バ 
こ は 統 語 的 移動 が 存在 し な いた め 障 壁 理論 が 適用 で きず 、 ロ ジ バ ン は 普遍 文法 か ら 導 きだ さ 
6 は な いこ と が 示さ れる 。 


3.1 終わ り に 

本 稿 の 研究 の 目的 は 、 ロ ジ バ ン と 自然 言語 と の 比較 に よっ て ロジ バン に 生成 文法 理論 を 適用 可 

能 で ある か を 確か め る こと で 自然 言語 と 同等 の 言語 的 規則 並び に これ に 準じ た 母語 獲得 プロ セス 
に 徒 う か を 検証 する こ と で あっ た 。 以上 の 研究 結果 か ら 、 ロ ジ バ ン は 独自 に 言語 を 演算 し て いる の 
で は な く 、 自然 言語 が 演算 を 終了 し た 言語 出力 を 、 独 目 の ア ル ゴ リ ズム に 従っ て 翻訳 し て いる だ 
け で ある こと が 、 高 い 善 然 性 で 示さ れる 。 その 仮定 が 正しい と すれ ば 、 ロ ジ バ ン は 自然 言語 と 対比 
還 0 は な いこ と が 示さ れる 。 人 間 が 普遍 文法 の は た らき に よっ 
て 自然 言語 を 獲得 する プロ セス は 知ら れ て いる が 、 も し も 普遍 文法 に よっ て 導き 出さ れる 言語 だ け 
NEO に 移行 する こと が で きる と すれ ば 、 母語 と し て 獲得 する こと が で きる ほど ロ 
ジ バ ン は 完成 し た 人 工 言 語 で は な いこ と が 示唆 され る 。 
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